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国産農産物中の残留農薬の検査結果 
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平成 19 年 2 月から平成 21 年 11 月までの 3 年間について、国産農産物（野菜、果実及び穀類）中の残

留農薬の検査結果をまとめた。総数 529 検体、農薬 131 項目（殺虫剤 69 項目、殺菌剤 30 項目、除草剤 28

項目、殺ダニ剤 3 項目、植物成長調製剤 1 項目）について分析した結果、殺虫剤 108 件、殺菌剤 112 件、

除草剤 3 件を検出した。このうち、しゅんぎくからメパニピリムが、こまつなからダイアジノンが、食品

衛生法の残留基準を超えて検出された。 
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当所では、食品衛生法第 24 条に基づいて毎年度定めら

れた大阪府食品衛生監視指導計画に則り、府内保健所が

収去（採取）した府内に流通する食品について、残留農

薬検査を行っている。平成 18 年 5 月に食品中の残留農薬

の規制に関して、ポジティブリスト制度が導入された 1)。

当所では、ポジティブリスト制度への対応として、1）検

査項目の見直し及び拡充、2）一律基準（0.01 ppm）に対

応した定量下限の引き下げ、3）前処理法の迅速化に重点

をおき、行政検査に適用可能な新規一斉分析法の開発を

行い、平成 19 年 2 月から運用を開始した 2-5)。今回、こ

の新規一斉分析法を用いて、平成 19 年 2 月から平成 21

年 11 月に実施した国産農産物（野菜、果実及び穀類）に

ついて、前報 6-10)に引き続き、残留農薬検査結果をまとめ

たので報告する。 
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実験方法 
 

試薬、前処理方法、分析機器条件及び検査対象農薬の

項目等については、当所の残留農薬検査実施標準作業書

に従った。詳細は、輸入農産物中の残留農薬の検査結果
11)に示した。 

 

結果及び考察 
 

1. 残留農薬の調査結果 

検査結果の詳細を表 1 に示した。平成 19 年 2 月から平

成 21 年 11 月までに搬入された検体の総数は 529 検体 59

農産物であった。搬入回数の多い上位 5 農産物は、キャ

ベツ（39 検体）、トマト（35 検体）、玄米（31 検体）、ば

れいしょ（27 検体）、メロン（27 検体）であった。529

検体中農薬が検出された農産物は 137 検体（のべ 223 項

目）であり、検体数に対する農薬検出率は約 26％であっ

た。前報 10)の国産農産物の農薬検出率（約 18％）に比較

して増加しており、これは検査項目の見直し・拡充及び

定量下限の引き下げによるものと考えられた。 

検査対象農薬 131 項目中、検出された農薬は 42 項目

（32％）であった。10 件以上の検出が認められた検出頻

度の高い農薬は、プロシミドン（38 件）、アセタミプリ

ド（25 件）、クレソキシムメチル（15 件）、クロルフェナ
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ピル（15 件）、アゾキシストロビン（14 件）、アセフェー

ト（10 件）、シペルメトリン（10 件）の 7 種類であった。

このうち上位 2～5 位の 4 種類は、平成 7 年度以降に農薬

登録（アセタミプリド/平成 7 年、クレソキシムメチル/

平成 9 年、クロルフェナピル/平成 8 年、アゾキシストロ

ビン/平成 10 年）され 12)、平成 19 年 2 月より検査対象と

した新しい農薬であった。検出頻度の高かったこれら 7

種類の農薬は、農産物によっては収穫前日までの散布が

認められており 12,13)、農薬が高頻度で残留する一因と考

えられた。前報 9,10)の国産農産物の結果でも、殺菌剤プロ

シミドンは最も検出頻度の高い農薬であった。アセタミ

プリドはネオニコチノイド系殺虫剤 14)で、アゾキシスト

ロビン及びクレソキシムメチルはストロビルリン系殺菌

剤で予防的にも治療的にも効果を示すためよく使用され

ている報告 15)がある。加藤ら 16)は、平成 18～19 年度の残

留農薬検査結果について、国産農産物から特にアセタミ

プリド及びプロシミドンの検出数が高かった結果を、畠

山ら 17)は国産農産物からアセタミプリドやクレソキシム

メチルが多く検出された結果を報告しており、我々の結

果も同様の傾向が認められた。 

農薬検出頻度が高い農産物は、検体数が 10 以上の農産

物のうち、なつみかん（外果皮を含む果実全体）、りんご、

いちご、ぶどう、きゅうり及びトマトで、同一検体から

複数の農薬が検出される事例もあった。前報 9)でも、き

ゅうり及びトマトは農薬検出頻度が高い農産物であった。

一方、みかん、かんしょ、ばれいしょ、キャベツ、だい

こん、にんじん、たまねぎ及びほうれんそうは農薬検出

頻度が低かった。特に、いも類から農薬の検出頻度が低

かった。これら農産物の検出頻度が低い理由は確定でき

ないが、みかんは外果皮を、キャベツは外側変質葉を、

たまねぎは外皮を除去のうえ分析に供することが、農薬

検出頻度の低い理由の一つと考えられた。 

特定の農産物から複数回検出された農薬のうち、検出

率が 10％以上であった農産物と農薬の組み合わせを表 2

に示した。なつみかんからメチダチオン、きゅうり及び

ピーマンからプロシミドン、いちごからアセタミプリド、

りんご及びぶどうからクレソキシムメチルが高頻度で検

出された。前報 10)でも、なつみかんからメチダチオン、

きゅうりからプロシミドンが検出される頻度は高かった。 

高濃度（1 ppm 以上）で農薬の残留が確認された農産

物は 1 検体のみであった。これは、前報 9)（平成 8 年度

から平成 12 年度にわたる 5 年間総数 879 検体のうち 16

検体が 1 ppm 以上残留）に比較して大幅に減少し、ポジ

ティブリスト制度の導入によって、より適正な農薬使用

に改善されたことが推察された。 

 

2. 残留基準値超過検体 

食品衛生法の残留基準を超過した検体の一覧を表 3 に

示した。これら 2 検体は、本法によるスクリーニング試

験結果で基準超過の疑いが判明したため、厚生労働省か

ら通知された試験法 18)を適用し分析を行った。しゅんぎ

くから殺菌剤メパニピリムが基準の 2 倍、こまつなから

有機リン系殺虫剤ダイアジノンが基準の 3.8 倍で検出さ

れた。これら食品は、健康への影響がない濃度と考えら

れたが、販売者によって自主回収の措置が取られた。し

ゅんぎくから検出されたメパニピリムとこまつなから検

出されたダイアジノンは、農薬取締法上、それぞれの農

産物への農薬使用が認められていない適用外農薬であっ

た 19)。これら農産物の産地で原因究明したところ、メパ

ニピリムはビニールハウス内で同時に栽培していたトマ

トに、ダイアジノンもビニールハウス内で同時に栽培し

ていたホウレンソウにそれぞれ使用したものが、意図せ

ず混入し残留したものと推察された。前報 10)において、

ふきからクロルピリホス及びチンゲンサイからプロチオ

ホスの基準超過事例が 2 件報告されており、どちらも農

薬取締法上、農産物への使用が認められていない農薬が

検出された事例であった。鈴木ら 20)が、とうもろこしに

散布した除草剤アトラジンが、使用履歴のないきゅうり

から検出され、残留農薬基準を超過した事例を報告して

いる。他府県においても、基準超過の要因として、農薬

散布時に散布対象物以外に農薬が飛散する「ドリフト」

など非意図的な汚染によるものが少なくないと思われた。

これら事例から類推すると、食品衛生法上の基準超過と

なった事例は農薬取締法でも違反となるケースが多いこ

とが推察された。 

 

3. 農薬検出値と残留基準値との比較 

全ての農薬検出値の残留基準に対する割合を図 1 に示

した。ごぼうから殺虫剤プロチオホスが 0.1 ppm で検出

（本法によるスクリーニング検査結果で基準超過の疑い

が判明したため、厚生労働省から通知された試験法 18)に

よる検査を実施）されたが、基準と同値であり違反にな

らなかった。基準を超過したしゅんぎくとこまつな並び

に基準と同値のごぼうを除き、すべての検出値が基準に
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対して 30％未満であった。さらに、検出値の約 90％は基

準に対して 10％未満の低い濃度であった。鈴木ら 20)は、

検出された農薬の濃度が残留基準の 10％以下が全体の

84％を占めている結果を、また、畠山ら 17)は、農薬の残

留量は、ほとんどが基準の 10％から 1％との結果を、茶

谷ら 21)は、42 件の農薬検出値のうち 40 件が基準に対し

て 10％未満の低い濃度であった結果を、それぞれ報告し

ており、我々の結果も同様の傾向が認められた。 

 

4. まとめ 

概ね農薬の適正な使用状況がうかがえる結果であった。

高頻度で検出される農薬や農産物は、今後も継続して重

点的に検査を行っていく必要がある。ただし、ドリフト

など非意図的に農産物に農薬が残留し、残留基準を超過

する事例も認められたため、検査対象農薬を拡充して検

査する意義は大きいと考える。特に新規に開発された効

果的な農薬は多用されることが推測されるため、使用実

態及び検出状況等の動向を追跡する必要があると思われ

る。また、生産者は、農薬取締法に留意し、使用する農

薬に対する知見を収集し、適正な農薬使用を心がけると

ともに、行政は、検出されやすい農薬事例などを、生産

者へ広く情報発信していく必要性があると考えられる。 

 

5. 今後の予定 

平成 22 年 1 月より、他府県や検疫所等の検査状況を踏

まえ、検出頻度の高い農薬へ検査項目を見直したうえで、

検査対象項目を 153 農薬に拡充し検査を実施している。

さらに、平成 24 年度には、検査対象項目を 200 農薬に拡

充し運用することを目標としており、今後も、食品の残

留農薬検査を継続して実施し、定期的にその状況把握を

行い情報発信する予定である。 
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総数 検出数

穀類 玄米 31 9 アゾキシストロビン(1) フェニトロチオン(1)

イソプロチオラン(1) フェノブカルブ(1)

フサライド(5)

フラメトピル(1)

フルトラニル(2)

とうもろこし 1 0

豆類 そら豆 2 0

果実 核果果実 うめ 1 1 ジフェノコナゾール(1)

おうとう 1 1 アゾキシストロビン(1) シペルメトリン(1)

ジフェノコナゾール(1) ペルメトリン(1)

フェンブコナゾール(1)

プロシミドン(1)

ヘキサコナゾール(1)

すもも 1 1 フェンブコナゾール(1) アセタミプリド(1)

もも 9 1 テブコナゾール(1) ブプロフェジン(1)

かんきつ類果実 オレンジ 1 1 クレソキシムメチル(1) アセタミプリド(1)

メチダチオン(1)

なつみかん 11 8 アセフェート(1)

クロルフェナピル(1)

フェニトロチオン(1)

フェンチオン(1)

メチダチオン(8)

みかん 19 0

仁果果実 西洋なし 2 1 アゾキシストロビン(1) アセタミプリド(1)

クロルピリホス(1)

シペルメトリン(1)

りんご 18 10 クレソキシムメチル(7) アセタミプリド(5)

シプロジニル(1) クロルピリホス(4)

シフルトリン(2)

ビフェントリン(1)

熱帯産果実 キウイ 1 0

ベリー類果実 いちご 12 8 アゾキシストロビン(2) アセタミプリド(5)

シフルフェナミド(1) テブフェンピラド(3)

ビテルタノール(1)

フェナリモル(1)

プロシミドン(4)

メタラキシル(1)

メパニピリム(2)

その他の果実 かき 1 1 シペルメトリン(1)

ぶどう 14 8 アゾキシストロビン(2) クロルフェナピル(1)

クレソキシムメチル(5) アセタミプリド(1)

アセフェート(2)

クロルフェナピル(2)

デルタメトリン(1)

ペルメトリン(1)

メタミドホス(2)

野菜 いも類 かんしょ 11 0

さといも 3 0

ずいき 2 0

ばれいしょ 27 1 アセフェート(1)

やまいも 1 0

ながいも 2 0

ゆり科野菜 アスパラガス 1 0

たまねぎ 16 1 アセフェート(1)

にら 1 1 クレソキシムメチル(1)

ねぎ 9 1 アゾキシストロビン(1)

わけぎ 1 1 シペルメトリン(1)

表１　国産農産物中の残留農薬の検査結果一覧

大分類 小分類 農産物名
検体

殺菌剤 殺虫剤 除草剤 その他
（殺ダニ剤・植物成長調整剤等）
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総数 検出数

野菜 あぶらな科野菜 かぶの根 2 0

カリフラワー 2 0

キャベツ 39 2 アセフェート(1)

メソミル(1)

きょうな 4 2 シペルメトリン(1)

メタミドホス(1)

こまつな 5 2 アゾキシストロビン(1) エトフェンプロックス(1)

クロルフェナピル(1)

ダイアジノン(1)

だいこん 24 2 アセフェート(2)

メタミドホス(2)

チンゲンサイ 4 1 シペルメトリン(1)

はくさい 22 3 アセタミプリド(1)

フェンバレレート(2)

ブロッコリー 17 2 クロルフェナピル(1)

ペルメトリン(1)

その他（しろな） 1 0

その他（菜の花） 1 0

うり科野菜 かぼちゃ 6 2 プロシミドン(1) アセフェート(1)

メタミドホス(1)

きゅうり 26 20 アゾキシストロビン(2) クロルフェナピル(6)

シフルフェナミド(1) シペルメトリン(1)

プロシミドン(15)

メタラキシル(6)

すいか 9 1 プロシミドン(1)

メロン 27 6 プロシミドン(6) エトフェンプロックス(1)

にがうり 4 0

その他（とうがん） 1 0

きく科野菜 ごぼう 5 1 プロチオホス(1)

しゅんぎく 5 1 メパニピリム(1)

レタス 24 4 アゾキシストロビン(1) アセタミプリド(1)

プロシミドン(3) アセフェート(1)

メソミル(2)

メタミドホス(1)

きのこ類 しいたけ 1 0

せり科野菜 にんじん 10 1 プロシミドン(1)

みつば 2 1 プロシミドン(1)

なす科野菜 トマト 35 18 アゾキシストロビン(1) EPN(1) ジエトフェンカルブ(1)

フルジオキソニル(4) アセタミプリド(7)

プロシミドン(2) クロルフェナピル(1)

メパニピリム(5) ブプロフェジン(3)

なす 26 6 プロシミドン(1) アセタミプリド(1) ジエトフェンカルブ(1)

クロルフェナピル(1)

ジクロルボス(1) 

シペルメトリン(2)

ピーマン 4 2 アゾキシストロビン(1) アセタミプリド(1)

クレソキシムメチル(1) クロルフェナピル(1)

プロシミドン(2)

その他の野菜 えだまめ 1 0

ほうれんそう 16 1 シペルメトリン(1)

未成熟いんげん 1 1 フルジオキソニル(1)

未成熟えんどう 4 3 フルジオキソニル(1) エトフェンプロックス(1) ジエトフェンカルブ(1)

ペルメトリン(1)

れんこん 1 0

香辛料 その他のハーブ その他（あかしそ） 1 0

表１　国産農産物中の残留農薬の検査結果一覧

大分類 小分類 農産物名
検体

殺菌剤 殺虫剤 その他
（殺ダニ剤・植物成長調整剤等）

除草剤
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メチダチオン なつみかん 11 8 73

プロシミドン きゅうり 26 15 58

プロシミドン ピーマン 4 2 50

アセタミプリド いちご 12 5 42

クレソキシムメチル りんご 18 7 39

クレソキシムメチル ぶどう 14 5 36

プロシミドン いちご 12 4 33

アセタミプリド りんご 18 5 28

テブフェンピラド いちご 12 3 25

クロルフェナピル きゅうり 26 6 23

クロルピリホス りんご 18 4 22

プロシミドン メロン 27 6 22

クロルフェナピル ぶどう 14 3 21

アセタミプリド トマト 35 7 20

アゾキシストロビン いちご 12 2 17

メパニピリム いちご 12 2 17

フサライド 玄米 31 5 16

アセフェート ぶどう 14 2 14

アゾキシストロビン ぶどう 14 2 14

メタミドホス ぶどう 14 2 14

メパニピリム トマト 35 5 14

プロシミドン レタス 24 3 13

フルジオキソニル トマト 35 4 11

シフルトリン りんご 18 2 11

表２　特定農産物から高頻度（10％以上）に検出された農薬

農薬名 農産物名 検体件数(件) 検出回数(回) 検出率（％）
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食品名 検査年度 産地 農薬名 濃度(ppm) 残留基準(ppm)

こまつな 20 大阪府 ダイアジノン 0.38 0.1

しゅんぎく 20 大阪府 メパニピリム 0.02 0.01

表３　残留基準値超過検体一覧
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図１　　検出残留農薬濃度の基準値に対する割合
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